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肝胆膵外科

　現在、肝胆膵外科では、「肝腫瘍に対する解剖学的肝切除術の手術成績に関するベンチマーク確立」に関する研究を行っています。今後の治療に役立てることを目的に、この研究では2016年1月から2020年12月までに当科で肝腫瘍に対する肝切除を受けられた患者様の診療情報などを利用させて頂きます。診療情報などがこの研究で何のために、どのように使われているのかについて詳しく知りたい方は、下記の窓口にご連絡ください。

1． 研究課題名　「肝腫瘍に対する解剖学的肝切除術の手術成績に関するベンチマーク
確立のための研究」

２．研究の意義・目的　「肝切除術は肝腫瘍に対する治療の重要な選択肢のひとつです。ひとくちに肝切除といっても様々な術式があり、個々の患者様の病気に合わせてそれぞれの術式の特徴をふまえ手術を行っていますが、それぞれの治療法のメリット、デメリットを大規模なデータで比較したものは今のところないのが現状です。解剖学的肝切除は基本的な術式のひとつであり、本研究ではまずこの術式の手術成績、合併症率等を海外、日本国内30以上の施設の大規模データに基づいて明らかにし、これをもとに他の様々な術式、治療法との比較検討を行う基準作りをすることを目的としています。」

３．研究の方法　　診療録に記載されている年齢、性別、身長、体重、病歴、血液検査値、
　　　　　　　　　手術の方法、術後合併症、病理検査結果　　

４．個人情報の取り扱いについて
本研究で得られた個人情報は、匿名化して管理し外部に洩れることのないように厳重に管理します。研究成果の発表にあたっては、患者さんの氏名などは一切公表しないこととします。データ等は、千葉大学大学院医学研究院臓器制御外科学研究室の鍵のかかる保管庫で保管します。

５．外部への試料・情報の提供
匿名化、電子化したデータを研究代表機関であるチューリッヒ大学に提供します。

６．研究組織
Beijing Tsinghua Changgung Hospital, China
Chiba University Graduate School of Medicine, Japan
Nagoya University Graduate School of Medicine, Japan
The University of Tokyo Hospital, Japan
Bahria International Hospital, Lahore, Pakistan
Seoul National University Bundang Hospital, South Korea
Yonsei University College of Medicine, Seoul, South Korea
Centre Hospitalier Universitaire D’Amiens-Picardie, France
Hôpital Paul Brousse, Villejuif, France
Hôpital de la Salpêtrière, Paris, France
Centre Hospitalier Universitaire de Rennes Pontchaillou, France
Centre Hospitalier Universitaire de Nice, France
Les Hôpitaux Universitaires de Strasbourg, France
University Hospital Frankfurt, Germany
Asklepios Hospital Barmbek, Hamburg, Germany
University Hospital S. Orsola-Malpighi, Bologna, Italy
San Raffaele Hospital, Milan, Italy
Azienda Ospedaliero Universitaria Pisana, Italy
Medical University of Warsaw, Poland
Centro Hospitalar de Lisboa Central, Portugal
Institutul Clinic Fundeni, Bucharest, Romania
Miguel Servet University Hospital, Zaragoza, Spain
Geneva University Hospital, Switzerland
Royal Infirmary of Edinburgh, UK
St. James's University Hospital, Leeds, UK
Cleveland Clinic, OH, USA
The Ohio State University Wexner Medical Center, OH, USA
Icahn School of Medicine at Mount Sinai, NY, USA
University of Rochester Medical Center, NY, USA
Mayo Clinic, Rochester, MN, USA
University of Califormina San Diego, CA, USA
Hospital Italiano de Buenos Aires, Argentina
Hospital Alemán de Buenos Aires, Argentina
Fundacion Favaloro University Hospital, Argentina
Syrian-Lebanese Hospital, Brazil

７．研究に診療情報などを利用して欲しくない場合について
ご協力頂けない場合には、原則として結果の公開前であれば情報の削除などの対応をしますので、下記の窓口にご遠慮なくお申し出ください。

研究実施機関　　：千葉大学医学部附属病院肝胆膵外科
本件のお問合せ先：医学部附属病院肝胆膵外科
　　　　　　　　　医師　大塚将之、酒井望
　　　　　　　　　０４３（２２２）７１７１　内線6734

研究代表機関　　：チューリッヒ大学病院
　　　　　　　　　Department of Surgery and Transplantation, University Hospital Zurich
研究代表者　　　：Pierre-Alain Clavien

倫理研究（複数施設用情報公開掲示文_様式参考例）
倫理研究（情報公開掲示文_記入例）
文部科学省･厚生労働省・経済産業省による「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基づいて掲示を行っています

